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ピアノ弾 き歌い学習におけるeラ ーニ ング教材の効果









　児童学科学生にeラ ーニングピアノ弾 き歌い教材(「 教員 ・保育者養成のためのピアノ実技eラ ー
ニングコース」(http://Oberon.nagaokaut.ac.jp/kwu/piano/)を 視聴 させ,視 聴前後の演奏を比較分
析 したところ,歌 唱面 を中心に概ね改善がみられ,eラ ーニングピアノ弾 き歌い教材 は,履 修者の
実技力向上に有効であることがわかった。一方,長 時間視聴 した履修者の感想や,顕 著に上達 した
者の演奏などを分析 した結果,eラ ーニング教材の限界や対面指導による補完の必要性なども明ら
かになった。
キー ワー ド　 ピアノレッスン　弾 き歌い　 ブレンディッド・ラーニング　 eラ ーニング　非対面指導　質保証
1.は じめに
　本学児童学科におけるピアノ弾き歌い実技 レッ















まず,2006～2008年 の3ヵ 年にわたって,「 児
童音楽1」(2年 次前期開講)に おいて,教 室
での対面指導 と並行 して,延 べ300人 の学生 に
自身のピアノ弾 き歌い映像を録画,提 出させ る
という実践を行 った。そ して,演 奏映像の提出
回数や提 出前後 に行われた実技試験の点数など
を分析 した結果,演 奏 映像 を提 出す る とい う行
為 はピアノ実技能力 の向上 に一定の効果が あ り,
自己研鐙へ のモチ ベー シ ョンを持たせ るこ とに
も有効 であ るとい う結論 に達 した(深 見他,2007,
2008,中 平他,2007,K.　 T.　Nakahira　 etc,2007)。
　 また,遠 隔 にいる指 導者が学 生の演奏映像 に
対 して動 画 による助 言 を与 え,助 言前後 の学 生
の演奏 を比較す る ことなどに よって,非 対面 指
導の効果 や限界 を示 唆 した(深 見他,2009)。
　 さ らに これ らの実践 と並行 して,ピ アノ弾 き
歌 い模範演 奏,声 楽模 範演奏 とワンポ イ ン ト ・
ア ドバ イス,注 釈付 き楽譜,よ り良い歌唱 のた
めのFAQな どか ら構 成 されるeラ ー ニ ング教 材
を企画 ・制作 し(中 平他,K.　 T.　Nakahira　etc,　X11:,
2008年4月 よ り 「教 員 ・保育者 のため の ピア ノ
実技eラ ーニ ング コース」 として インターネ ッ
ト配信 を開始 した(http://oberon。nagaokaut.
ac.jp/kwu/piano/)o
　 上記 のサ イ トは次 第 に音楽教 育関係者 に認 知
されつ つあ るが,こ の教材 の効 果 につ いて我 々
は まだ十分 には言 及で きていない。同時 に この
教材 と対 面式 レッス ンとを組 み合わせ たブ レン




　そこで,2009年 度の 「児童音楽1」 の授業に
おいては,履 修者に自身のピアノ弾 き歌い演奏
映像を録画,提 出させた後eラ ーニング教材 を




　ピアノ演奏の分析 に関しては,打 鍵 ミスの数
を算 出 し,リ アルタイムで演奏者 にフ ィー ド
バ ックす る手法(北 村,2003),打 鍵時のタイ
ミングを評価す る手法(北 村他,2007)な ど,
コンピュータを使って楽譜 と打鍵の差異を明示
する分析手法がなされている。 しか し,我 々は
ピアノ演奏,歌 唱が混合 した演奏行為であるピ
アノ弾 き歌いを取 り扱ってお り,デ ィナーミク,
アーティキュレーションをは じめ,演 奏の姿勢,
顔の表情 に至 る,"表 現全体"の 技能向上の度
合いを総合的に捉 えることを目的 としていると
いう理由か ら,こ のような量的研究 を行わず,
あ くまでも質的な分析に終始しようと考えた。
　本稿では,視 聴前後の演奏の変化や学生の気
づきなどを考察 し,上 記eラ0ニ ング教材の効
果を概観するとともに,(対 面式 レッスンを行











録画装置 「KS20」(「研修君」)を 用いて実施 さ
れた。
　この装置は,富 士 フイルム(株)の 子会社,
フジノン(株)が 開発 した動画コンテンツ作成




続 してバ0コ ー ド印刷を行 えるようにし,録 画
した後に書 き出されるバーコー ドシールを指導
者に提 出することで"映 像提 出"と みなした。
履修者は自身の演奏を撮影 し,複 数回撮影した




　本実践で使用したeラ ーニング教材 「教員 ・
保育者のためのピアノ実技eラ ーニングコ0ス 」
は,〔 ピアノ弾き歌い模範演奏〕 〔歌唱の模範演
奏〕 〔注解付 き楽譜〕 〔より良い歌唱へのFAQ〕
から構成されている。
　図1に 〔ピアノ弾 き歌い模範演奏〕の トップ
画面 を示す。 ここでは,「 とんぼのめがね」「い
ぬのおまわりさん」「あめふ りくまのこ」「思い
出のアルバム」「ぞうさん」「しゃぼんだま」「森







　図3の 〔注解付き楽譜〕 は,豊 富な注釈が書
き込まれた楽譜(PDF形 式)で ある。
　図4に 〔よ り良い歌唱へのFAQ〕 の トップ画





「、た・r:・ 一「8LDア1しIlム 」の,王 糧 村 き 県c§ 〔FpFY多 式,4於KBi
図1　 ピアノ弾き歌いの模範演奏
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教員・保育者養成のためのピアノ実技e一ラー ニングコー ス
　 　 　 　 　 歌ー唱の模範演奏一
図2　 歌唱の模範演奏
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　① 授業の初 日(2009年4月7日),指 導者
　　 は履修者に対 して,中 間実技試験(6月2
　　 日)ま での期間に前述の 「教員 ・保育者の






　　奏 を1曲(2曲 以上 も可)録 画し,提 出し
　　 た(5月7～13日)。
　④ 中間実技試験後の最初の授業(6月9日)
　　 において,指 導者は 「教員 ・保育者のため
　　 のピアノ実技eラ ーニングコース」のURL





　　 を使って,② で録画 したのと同一曲を録画
　　 し,再 提出した(6月29日 ～7月13日)。
　⑥ ⑤の録画後,履 修者はこのeラ ーニング
　　 教材や 自身の練習に対するレポー トを提出
　　 した(7月28日 締切)。
(3)分 析対象者の選出
　 履修者105名 の うち,1回 目の"映 像提 出"
を行った者((2)の ②)は97名,2回 目の"映 像
提出"を 行った者((2)の ⑤)は104名,レ ポー




　 「教員 ・保育者のためのピアノ実技eラ ーニ
ングコース」はインターネット上に公開されて
いるが,本 実践では別にサイ トの入 り口を設け,





者15名 を抽出し,視 聴前後の演奏映像 とレポー
トを分析 した。
3.結 果1(全 体)
3.1　 eラ ーニング教材視聴 にお いて参考 に
　 な った点
　2008年 度の ア ンケー トで は,ピ アノ弾 き歌 い
模 範 演 奏 の3ア ング ル(図1)の うち参 考 に
なった と思 われ るア ングル(手 元53.8%,正 面
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曲 のイ メー ジ*3
顔の表情*4
演奏の姿勢











































*1最 適なテンポの把握,テ ンポを一定に保つことなど　　*2ス タッカートとレガートの区別,ア クセントなど
*3　 「しゃぼんだま」が悲しい曲であることなど　*4　 目を見開いていることなど
*5椅 子の座り方,顎 の角度 脱力の状態,肩 のようす,手 首のようす,目 線など　　*6顎 の角度,目 線など
*7指 つかい,指 の動かし方,指 の形,タ ッチのやわらかさなど　*8母 音の発音の仕方,発 音の明晰さなど
*9鼻 濁音,母 音,促 音の発音の仕方など　*10口 角を上げて大きく口を開ける,口 腔の状態,お 腹から声を出すなど
*11響 きのある高い声の出し方,裏 声の出し方,表 声と裏声との違いなど
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行った ところ,15名 のうち,上 達が顕著だった
者が2名,上 達 した者が9名,あ まり変化のな
かった者が4名 であった。また,ピ アノ演奏 よ
りも歌唱における伸びが 目立った。学習歴は大
学入学前のピアノ学習年数を表し,※ は大学入
学後,一 年次開設科 目 「ピアノ入門」およびプ
ライベー トでレッスンを受けている者である。


































































録画(1回 目)→ 　eラ ーニン グ視聴　→　録画(2回 目)にお ける変化
適正 なテンポ になった。 口も大き く開 け,大 きな 声で歌お うと している。/ゆ っ
た りと した感 じが出てい る。 ピア ノ面の進 歩 く歌唱面の進歩
適正 なテ ンポになった。全体的 に丁寧 に歌お うとい う意欲 がみ られる。
口を大き く開い て歌お うとい う意欲が若干 み られ るが,全 体的 に大きな進歩はな
い。
歌詞の問違いやうろ覚えは解消されたが,全 体的にはあまり進歩はみられない。
まだ表情 は乏 しいが,声 が よく出るよ うになって いる。
声が よ く伸び,言 葉 もは っき りしたが,幼 稚な歌 い方にな った。
寧に なった。
ピアノ演奏は丁
「っ」 の表現 ,全 体的な強弱,「 あんな こと,
した。
こんな こと」な どの表情づ けが向上
歌唱が非常に向上している。全体的に際立った進歩がみられる。/確 実に向上し
ているが,テ ンポのゆれは直っていない。
2回 目,フ レーズの終わ りを丁寧 に弾こ うとして逆効果 にな り,








歌唱 を中心に向上 してい る。 ピアノの左手が重い のが直 っていない。
2回 目,大 き く歌お うと し,強 弱 をつけ ようとい う努 力がみ られ る。
歌が 大き くな り,表 情が出 ている。 テンポ も上が っている。
歌 のブ レスに改善がみ られ るが,別 の箇所でブ レスの問題 が生 じてい る。
To・ ・「と ん ぼ の め が ねj　 Zo・ ・「ぞ う さん 」　 Omo・ ・「思 い 出 の ア ル バ ム 」　 Ame・ ・「あ めふ り くま の こ 」
Sha・ ・「しゃ ぼ ん だ ま」　 エnu・ ・「い ぬ の お まわ りさ んJ　 Mo・ ・「森 の く ま さん 」
表2　 eラ ーニング教材視聴前後の変化(閲 覧時間の長かった者15名)
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4.結 果 ∬(顕 著な上達をした2名 について)
4.1　 eラ ーニング教材から学んだ事柄
　15名 のうち最 も上達が顕著だった2名,Hと
K(表2　 グレー部分)を 取 り上げ,eラ ーニ
ング教材に対する感想,自 身の演奏への評価,
練習意欲などを詳述する。Hは 大学入学前にピ




整理 したものである。Hに ついては 「とんぼの
めがね」 を,Kに ついては 「いぬのおまわ りさ
ん」を例 にした。
4.2　 視聴前後の演奏の詳細
　 eラ ーニ ング教材視聴前後の演奏映像を比較
して,Hお よびKがeラ ーニング教材か ら学ん
だ事柄 に関 して向上 したか,変 わらなかったか
を調べ,そ の結果を上達度として表3に 示 した。
"非常に向上 した"を ◎
,"向 上 した"を ○,"あ
まり変化なし"を 一,"ま ったく変化なし"を ×
で表記 した。
　ピアノ初心者Hは,テ ンポが軽快になるなど,






　 ピアノ上級者Kの 場合は,模 範演奏が契機 と





　 3・2(1)に おいて最 も向上したと判定された
Hお よびKで あるが,そ の演奏を詳細に分析 し
てい くと,演 奏中のテンポの揺れ(速 くなるこ
と)に 気づ きに くいなど,両 者 とも改善 してい
ない点が若干あることがわかる。





(Hの 場合)左 手に気 をとられがちで右手 と左手の音





































あま り椅子に深 く座 らない。




"いぬのおまわ りさん"や"迷 子の子ね こちゃん"
にな りきって歌い,「わん,わ ん,わ んわ一ん」で
は困っているようすを表そうと思った。
もう少 しゆった りとしたテンポで弾こうと思 う。
0
　 1'
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表声 と裏声をなめらかにつ なげるとよ うに訓練 し
ようと思 う。























佐 藤 義 美 作詩
大 中　　恩 作曲
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ブレスが改善　　強弱の変化がつく 表現できている
言葉がはっきりしない 表現できている 遅くなってしまった
お ま わ り さん こ まっ て し まっ て ワン7ン ウンワ_ン 　 ワン の ワンワ_ン
　 　　　 　 〔 ここが#まっていたのが　蓬
?　　　　,
楽譜2　 eラ ーニング教材視聴後の変化(K　 「いぬのおまわりさん」)
5.考 察
5.1　 eラ ーニング教材視聴の効果
　 eラ ーニング教材 を長時間視聴した履修者は,
多 くの点に気づ き,学 ぼうとしていることが レ
ポー トか ら伺 える。当然なが らピアノや歌唱の
練習は閲覧時間以外で も行われてお り,〔注釈
付 き楽譜〕はダウンロー ドし印刷すれば,い つ
でもどこでも閲覧することができるため,実 際
の自習時間はかな り増えているはずである。
　 2回 の録画の間に当該楽曲に関 しては一度 も
対面式のレッスンをしていないにもかかわ らず,
視聴前後の演奏映像 を比較す ると,15名 中11名
に実技力の向上がみられる。なかで もピアノ初





体的には,指 の動 きが流暢になり,口 の開き方
が大 きくなった結果,視 聴前 には喉周辺部で停
滞 しがちであった声のポジションが上がってよ





























よ教材 として有効性が高 く,演 奏映像の提出と








　一方,飛 躍的に上達 した2名 に関 しても,e
ラーニング視聴だけでは改善 しなかった点があ
る。
　たとえば,Hの 演奏に関 して,テ ンポの揺れ,
鼻濁音の発音の仕方,ブ レスの位置などは改善
していない。Kに 関しては,速 すぎるテンポに
伴 う少々気ぜわ しい雰囲気や過剰 な(ピ アノ演
奏の)ス タッカー トは直っていない。「気づい
ていても表現できない」「わかっているが直 ら
ない」 ということはあ り得 るし,「 意識 しす ぎ
てオーバーな表現になっている」 ということも
あるだろう。特に,テ ンポの不安定 さは,提 出
時に演奏映像 を再生 し,確 認 させているにもか
かわ らず,こ の2名 ばか りではなく,他 の履修
者についても矯正 しにくい。




聴の効果 を分析するためのものであ り,2回 目
の録画の後に対面式 レッスンを実施 していない




　 Hの 場合は,よ り良い息の支え(身 体の使い
方)を 意識することが さらなる飛躍につ なが り,
Kの 場合は,テ ンポを少 し遅 くするだけで顔の
表情に注意を払う余裕がで きるはずである。
　 また,同 じ教材を同時間視聴 して も上達する
者 としない者が存在する。視聴後の練習時間の
多寡 も影響するだろうが,学 習者 自身が模範演
奏 と自分の演奏 との差異を把握 し,模 範演奏な
どから会得 したことを自分の演奏に応用で きる
ようになることが実技能力の向上には不可欠で





　 ピアノ弾 き歌いは,ピ アノ演奏,歌 唱を混合
した演奏行為であ り,顔 の表情や姿勢 といった
視覚的要素なども含むため,ピ アノ演奏よりも
さらにコンピュータを使用 した定量的な分析が





が,こ の手法では,eラ ーニングを活用 して履
修者のピアノ弾 き歌い実技能力 を向上 させると
いう本質的な課題の解決には迫れていないと
常々思ってきた。





にしたのだが,約100名 分,つ まり約200ケ の映
像を"手動分析"す るのは困難であ り,閲 覧時間
の上位15名 を抽出せざるを得なかった。
　 1回 目の録画の後,録 音 曲に関して一度 も対
面式レッスンを実施 していないので,2回 目の
演奏映像にみられる"伸 び しろ"は,eラ ーニ
ング教材視聴の効果であると判断で きよう。だ
が,厳 密にいうならば,長 時間視聴 して実際の
練習は短かった者,閲 覧時間は短かったものの,
長 く練習 した者が混在するだろうか ら,閲 覧時
間二努力 とは必ず しもいえない。また,別 の曲
に関す るレッス ンや練習 を積み重 ねたこ とに
よって生 じた総体的な実技能力の向上 も考慮 し
一44一
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なければならないだろう。
　 このように,数 々の曖昧な点が内在 し,ま た
分析者の主観も入 りやすいので客観性を維持す
ることも困難ではあるが,そ れでもなお,履 修
者 に寄 り添い,そ の学習状況をレポー トなどで










向上の有 り様を詳細 に分析するなど,一 貫 して
質的な分析 を実施 したのだが,思 いがけず新た
な研究の方向性が浮かび上がった。
　それは,履 修者の感想をカテゴライズするた





　つま り,教 員 ・保育者養成における初歩的な
ピアノ弾き歌いに限定するならば,「評価項 目指
標」を作成 し,演 奏映像に対 して段階的な評価
を行えば,そ の評価 に客観性 をもたせることが
できるのではないかいうこと,ま た,こ のよう
な 「評価項 目指標」は,学 習者にはeラ ーニン
グ教材 を視聴す る際の指標や,自 身の演奏を自
己分析する際の指標 となり,日 常の自己 トレー
ニ ングに役立つのではないかということである。
　 「評価項 目指標」を使用する場合,コ ンピュー
タによる"自 動分析"と,人 間が行 う"手 動分
析"の2つ があるだろう。さらに,ど うしても
対面でなければ分析できない事柄 もあるに違い
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                                Abstracts 
 We analysed piano playing and singing of students comparing the situations before and after their 
self-learning using e-Learning contents whose title is piano playing and singing for e-Learning made 
by ourselve (the URL is  http://oberon.nagaokaut.ac.jp/kwu/piana)  . 
 The analysis shows that self-learning itself can improve their singing. It means that applying self-
learning with e-Learning contents has potential to increase the ability of students significantly. 
However, the analysis also shows that the method has limitation and that it need to be reinforced by 
 view-to-view training.
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